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「同時多発」、「変幻自在」、「機能拡張」。
創造・発信・交流を生み出す、
３段構えのワンルーム・アトリエ

スタジオ大 
変幻自在な「アートコンテナ」が、創造を未来へ運びます。

１階ロビー / 作業室 / 事務室 / スタッフルーム / スタジオ小 / 会議室 / 外構ステージ 
創造・交流・発信の庭、「アートヤード」。全ての活動が一目で見渡せます。

プロポーザル番号

002

１階ロビー / 事務室 / スタッフルーム / ２階ロビー / 会議室 
管理はコンパクトに、発信は広く。

１階ロビー / 作業室 / ２階ロビー / スタジオ大 
諸室の活動があふれる立体ロビー。

スタジオ大 / 小 / ２階ロビー 
連携して拡張するスタジオとロビー。

２階ロビー（交流スペース）/ 会議室 / スタジオ小 
人が行き交い、生まれる交流。

民間施設との回遊性
街との回遊性

大空間で「同時多発」的に多様な活動・交流が生まれ革新が起
こる事、「変幻自在」にしっかりと作品を創造・展示できる事、
活動を確実に支え、将来的な更新性のある「機能拡張」がある事。
この３つが後継施設に必要だと考えました。そこで私たちは、

・様々な活動を自由に繰り広げることのできる「アートヤード」
・地域でアートを創造し、世界へ発信する「アートコンテナ」
・これらを支えながら様々な活動を活性化する「アートルーフ」
この３つの要素が立体的に重なることで生まれる、大きなワンルー
ムのアトリエのようなアートラボを提案します。
敷地周辺は、大規模商業施設、リニアの開通、研究所や工場の存在、
大学と地域の連携した活動等、多種多様な魅力に溢れています。
３つの要素によって同時多発的に多様な活動が起こるこのラボは、
３つの区の連携によって多様な魅力を生み出す相模原市のアイ
デンティティを体現する場所として、最も相応しいと考えます。

例えば、「部屋をつなげて大きく創る」、「窓から活動
を発信する」、「階段で偶発的な交流が起こる。」
多様な活動が同時多発的に行われるこ
とで共創をもたらし、まだ見ぬ
創造が生まれます。

解放性の高いアートヤード（ロビー）と、独立性を持つアートコンテナ（スタ
ジオ等）が立体的に噛み合うよう配置しています。アートヤードは対角線上に
置かれた出入口をつなぐように雁行状に計画し、見通しの良い空間として
います。スキップフロアを取り入れ、上下階の距離を近づけつつ、施設全体

を街のように立体的に回遊できる計画です。
西側を必要最小限の天井高とし、コスト縮小
にもつなげます。事務室等管理ゾーンはコン
パクトにまとめ、上階の会議室や倉庫への動
線も最短化しています。

アートを支えるタフな仕上げ（パース参照）
仕上げでも徹底して創造と発信を支え
ます。制作や設営で床や壁が汚れたり、
壁にビスや釘を打つことが想定される
ことから、仕上げは特殊なものを避け、
修繕しやすく安価でタフな素材を選定し
ます。１F 作業室や工作コーナーの床は
水洗いのできる土間コン、壁は汚れが目
立たず木パテで穴埋めできる合板。展示
の頻度が多いスタジオ大は白塗装、床は
ビス打ちも可能なフローリングとしま
す。極力自場産材を利用します。

シンプルで強い、経済的な架構
既存計画からスパンと床の位置を微変更し経済スパンに収
め、同程度のコストに収まるよう計画しています。S 造純
ラーメンとし一般的な施工で実現でき、将来的にプラン変
更や床の増減にも対応できるフレキシブルな計画です。

自然エネルギーを柔軟に利用し、アートと共存
可能な限り自然エネルギーを利用する計画です。活動の
内容や気候によって、柔軟に環境を取り入れます。

ラボの特徴的な外観
と、関連する市・区・
大 学 の シ ン ボ ル カ
ラーを組み合わせ、

「多様性と連携」を現
すロゴを作ります。
ロゴを拡張展開した
アートラボチェック
は、ポスターや広報
資料等に使用します。
サイン計画やグッズ、
ウェブサイト等への
展開も容易です。

「同時多発」的な活動の庭、「アートヤード」
「アートヤード」はあらゆるアート活動を支え

る活気にあふれる庭であり、工房や舞台です。
老若男女誰もがアートを実践し発信していくこ
とができます。その活動が更なる人々を惹きつ
け、新たな交流の循環を生みます。民間施設と
連携し、街の回遊性を促すハブにもなります。 

「変幻自在」に創造と展示。「アートコンテナ」
 「アートコンテナ」は集中しての作業や静かに
作品を鑑賞できる宙に浮いた空間です。隣接す
るアートヤード（ロビー）と連携することも独立・
分割して使うことも自由自在です。製作や展示
の使い勝手、フレキシビリティを追求し、美術
と向き合う非日常性を生み出します。 

「機能拡張」で施設を支える、「アートルーフ」
「アートルーフ」は舞台装置のように活動を支
える装置です。吊元や照明などの作品設営や製
作に必要な機材、機械設備を備え、施設の環境
を適切に整えます。「アートヤード」から直接
メンテナンスでき、将来的な更新性や機能拡張
性も兼ね備えています。
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様々な方々の要望、使い勝手を考慮しながら
柔軟に設計を進めて行きます。基本設計にあ
たっては建築ワークショップの実施を検討し、
WS や街づくりの専門家も招聘します。管理技
術者は国際的に多くの美術館の設計を手掛け、
会場構成の経験も豊富です。意匠技術者は国
内公共建築への確かな知見があります。アー
ト設営の専門家とも協働し、創る人の目線か
らも最適なアドバイスを取り入れます。

敷地周辺には民間施設や公園、車両基地、商
業施設の空地など、「都市の庭」とも言える大
小の余白が点在しています。「アートヤード」
は新しい「都市の庭」として機能し、民間施
設と街に回遊性をもたらします。具体的には、
体躯線上に配置された出入口と斜めに雁行す
る平面によって、人の流れを作ります。
また、民間施設の活動と屋内外で連携し、敷地
全体を使い倒します。優先交渉者の提案を尊重
し、公園を除く外構は変更せず、建物本体の変
更についても協議を重ね柔軟な対応を行います。

優先交渉者の提案「公園とつながる開口とス
テージ」を踏襲します。公園とアートヤードが
連携し、内外に活動を展開します。大きな開口
が活動を開き、通行者や公園利用者に興味を抱
かせ、来館者の増加につなげます。コンテナの
白い壁は街の大きなキャンパスともなります。

アートコンテナの壁面を活かした
プロジェクションマッピング

屋外活動の舞台となる、内外を
つなぐウッドデッキのステージ

ビジュアルアイデンティティ
とリンクする公園の舗装

ビジュアルアイデ
ンティティをエン
トランスに表示

大きな開口部公園とつ
ながる立体的なロビー

発信のポスターにはアートラボ・チェック
（ビジュアル・アイデンティティ）を利用

雁行する壁を活か
して展示コーナー
をつくります。

大きな開口で
ステージとつ
ながります。

会議室がどこからで
も 見 え、 異 分 野 と の
協働を促します。

床は汚しても水洗い
ができる土間コン

（防塵）です。

天井は躯体をそのまま現します。
重量のある作品設置の際の吊元と
して、梁の H 型鋼を利用できます。

空間を分けるスライディングウォー
ルは、収納時に展示の邪魔にならな
いよう、壁面にすっきり納めます。

２階の主要な部屋の床はフローリングとし
ます。インスタレーションなど大型展示の
際、必要に応じてビスが打てる仕様です。

大きな間口を取ることで、２階ロビーからスタジオ小
まで拡張した展示や製作・ワークショップが可能です。

ロビーでの公開制作。北面の安定
光が自然光での製作を支えます。

照明はダクトレールに取付。
自在な展示を可能とします。

壁面は白塗装（EP）とします。展示空間として最適で、
作品設置で汚れた際も自分たちで補修できます。

ロビー全体を見渡せる、見通
しの良い受付カウンター。コー
ヒーや物販も販売可能です。

情報発信コーナー

スタジオボックスの軒下
は格子天井とし、作品の
吊り下げに利用します。

１階の壁仕上げは合板貼り
とします。汚れが目立たず、
ビスが打てる仕様です。

美術倉庫のシステムを応
用した可動式パネル。自
由に作品展示ができます。

奥に向かって雁行状に配置
された複数の諸室や壁が一
度に見渡せる構成です。

既 存 計 画 を 踏 襲 し、
靭性に優れ耐震性が
高い純ラーメン構造
計 画 し ま す。2 階 床
と屋根はデッキスラ
ブ と し、 十 分 な 水
平剛性を確保します。
既存計画に対し、長
手方向に１フレーム
加えることで、経済
スパンを実現します。

南面にはルーバーやカー
テンを設置し、ガラスは
Low-E とし夏季日射取得
率を最大限減らします。

中間期は開口部から外気
を取り入れ、必要に応じ空
調をコントロールします。

北側の高窓から
安定した採光を
取り入れ、合わ
せて照明の LED
化、 人 感 セ ン
サーによって省
エネルギーを実
現します。

スタジオ小の活動を１階ロビーへ
見せる小窓。カーテンを閉めるこ
とで、暗室としても利用可能です。

可 動 式 カ ー テ ン に
よって日射を制御し
環境に配慮します。

アートルーフ。吊りバトンや空調設備
を格納し、情報発信や作品展示を支え
ます。鏡面で２階の活動を映します。

躯体のデッキプレートは現しとし、コスト削減につなげます。
デッキハンガー対応のデッキプレートとし、インサート（吊元
ネジ）を適所に配置し、作品の吊元や振れ止めに利用します。

２階ロビー（交流）は床レベ
ルを最小限に抑えて１階との
距離を近づけ、交流を促します。

雁行する平面を活かし、
入隅に展示コーナーをつ
くります。

スタジオへ至る階段の一部を
段々ベンチに。偶発的な交流
を生み出す仕掛けです。

階段の転落防止柵をメッシュ
とし、作品展示に利用します。

会議室がどこからで
も見え、異分野との
協働を促します。

階段は２つ折りにしてコンパクトに
北側出入口につな
がる展示コーナー

引き戸を開き、開放できる作業室。
ロビーに活動がはみ出ます。

スタジオボックスの軒下に
はダクトレールを設置し、
自在な照明計画を実現します。

窓が１階とスタジオを繋ぎ
ます。展示や活動に興味を
持ってもらう仕掛けです。

３つの要素ががっちりかみ合う立体空間で、
相模原にしかないアートの場を創ります。

館内全体への見通しと、立体的な回遊性。
使い勝手良く、管理しやすいゾーニングです。

階の違いを越え、すべての部屋が連携。
創造・発信・交流のきっかけを館内全体に散りばめます。

アートヤードが創る街の回遊性。

公園につながり、街に愛される顔。

ラボの顔とチームをアイデンティティに。

アートと建築に精通した、柔軟なチーム体制です。

仕上は質実に、構造は剛健に、環境は柔軟に。
1. コンセプト 2. フロアの想定ゾーニング ３. プログラムに与える効果

５. 複合施設内に設置される民間施設との連携

６. 公園との連続性

７. ヴィジュアル・アイデンティティ（VI）

８. チーム体制

４. 持続可能な施設運営

+

=２階平面図　1/250

３階平面図　1/250

１階平面図　1/250

サイン計画への展開

ワークショップの過去実績

様々な場面で使用する
ア ー ト ラ ボ チ ェ ッ ク

ロゴパターン

メインロゴ

８つのシンボル

アートラボ外観

中央区相模原市 南区 緑区

桜美林 女子美 多摩美 造形大

アートコンテナの軒下は
格子天井とし、作品の吊
り下げに利用します。

会議室はオープンに。ロビーから中の
様子が見え、訪問者にアートラボの活
動に興味を持ってもらう仕掛けです。

スタジオ小は開くこと
で、活動を発信しなが
ら使うこともできます。

スタッフルーム
30.0 ㎡

作業室
107.7 ㎡

2F へ

2F へ

１階ロビー（アートヤード）
278.8 ㎡ 

２階ロビー
（アートヤード）

1FL+5500
103.8 ㎡ 

作業室

１階ロビー

スタッフ

会議室

事務室

WC

搬入

ステージ

スタジオ大２階ロビー

倉庫

２階ロビー
（交流）

スタジオ小

２階ロビー
1FL+3800
79.2 ㎡

スタジオ大
（アートコンテナ）

163.0 ㎡

控室
5.2 ㎡

スタジオ小
（アートコンテナ）

85.0 ㎡

会議室
（アートコンテナ）

89.0 ㎡（収納含む）

公園

ステージ

事務室
93.7 ㎡
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コンパクトな管理諸室。
動線を最小限として効
率の良いものとします。

吹抜で上下
階を繋ぎ、大
型展示も可
能とします。

館内全体を見渡せる受付。コーヒー
スタンドや物販も可能です。奥の
竪動線にもつながります。

屋外活動の舞台となる、内
外をつなぐステージ。

交流スペースは床レベルを最小に
抑え、１階との距離を近づけます。

スタジオ大。大小に分割
して、独立して、ロビー
と連携して使えます。展
示や WS など多彩な活動
が繰り広げられます。

アートルーフ。吊元や吊りバトン
等の展示設備や空調設備を格納し、
作品展示や情報発信を支えます。

デッキプレートに吊
元を設置し、作品を
吊って展示可能です。

機械設備など
を格納する、
鏡面仕上げの
ボックス

スタジオと連携して
使える２階ロビー。
偶発的な交流を生む
階段ベンチ。

北側風除室から入ってすぐ
全体の構成が分かる、雁行
形式の諸室配置です。

アートコンテナの底部は格
子天井とし、展示や製作の
柵の吊元として役立てます。

可動展示壁

可動間仕切

北向の安定光

ライブラリ

対角線上に出入り口
を置き、民間施設と
の回遊性を作ります。

会議室は事務室直
上に配置。最短動
線で、会議等の準
備もすぐできます。

1F
±0

2F
+3800

3F
+7600

2F
+5500小窓を設け、スタジオ小の

活動を発信。建具やカーテ
ンで暗室にできます。

３階の床レベルを落とし建物
高さを抑えつつ、１階からの
アクセスも容易とします。

大きな窓を設け、
展示や製作の様
子を発信します。

大きな開口でロビーと
ステージ・公園をつな
ぎます。

作業室は館内中央に。
ロビーと連携して使
えます。

1F へ

1F へ

倉庫
80.5 ㎡

機械室

( 屋上設備スペース）

配置図　1/800

広域図　1/10000

対角線上に出入口をとり、
民間施設や街との回遊性を
つくります。

色違いの舗装で、VI とリンクする外構です。

ステージ

至橋本駅 至あさひ公園

商業
連携

アートヤード

ライブラリ

収
納

空間的連携民間施設との回遊性
視覚的連携立体的な回遊性

館内全体を見渡せ
る、見通しの良い
受付カウンター。

引き戸を開き、開放できる作業室。ロビー
に活動がはみ出ます。天井は吸音性のあ
る仕様とし、集中して作業ができます。

アートルーフ。吊りバトンや空調設備を
格納し、情報発信や作品展示を支えます。
鏡面の仕上げで２階の活動を映します。

吹き抜けを介して２階の様
子が見えます。訪問者を２
階へ回遊させる仕掛けです。

VI を 利 用 し
た ポ ス タ ー
を掲示。

至
橋
本
駅

既存計画の塔屋をキャン
セルし、北側の民間施設
に日射を落とします。 獲得した日射

断面図　1/250

▽ 5500(2F 東 )

▽ 7600(3F)

▽ 11000

▽ 3800(2F 西）

▽± 0構造ダイアグラム

9010

5200
8970

6610

75108850

8850

+3800

+5500

+7600

+11000

+11000

橋本駅

リニア
予定地

車両基地

アートヤード

商業

公園
教育 研究・工場

アートヤードが民間施設・公園・リニア・
商 業・ 研 究 所・ 公 園・ ア ー ト を 巡 る、
橋本駅周辺の新しい回遊性を生み出します。

凡例凡例
アートヤード
アートコンテナ
アートルーフ

凡例

アートヤード 1F

アートヤード 2F

独立して利用

開いてロビーと連携

アートルーフ断面

アートルーフの吊元例

民間施設
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002


